
去る 6月 20 日、ドイツの首都ベルリンにおいて、日本の環境省とドイツの

環境省との共催により、2030 アジェンダ達成に向けた持続可能な消費と生

産に関する G7 協調行動ワークショップ（第 1回）が開催され、SEF の百瀬

理事と高橋顧問が、食品ロス・食品廃棄物削減に向けた取組事例発表のた

め参加しました。 

2016 年 5月に開催された G7 富山環境大臣会合において、G7 各国は SDGs の

環境側面の実施に向けて協調して行動していくこと（G7 協調行動）を合意

しており、今回のワークショップはその第１歩として開催されたものです。 

ワークショップでは、「環境ラベル等の消費者情報の活用」「食品ロス・食

品廃棄物の削減」「持続可能なライフスタイルと教育の実施」の３テーマに

ついて、取組事例や知見の共有がなされ、活発な議論が行われました。 

そのうちの「食品ロス・食品廃棄物の削減」に関するセッションのなかで、

SEF 理事でユニー株式会社上席執行役員の百瀬則子氏、SEF 顧問で株式会社

日本フードエコロジーセンター代表取締役の高橋巧一氏が登壇しました。 

セッションでは初めに環境省リサイクル推進室より、食品ロス・食品廃棄

物をめぐる世界の現状や、世界に先駆けて制定された食品リサイクル法の

概要等の説明がありました。 

続いて百瀬理事が登壇し、ユニー株式会社の取組事例として、スーパーマ

ーケットが食品廃棄物の削減に果たせる役割として、食品廃棄物の分別の

徹底による削減や肥飼料化を核とした地域の農業生産者及び消費者と一体

となった食品リサイクルループの構築、環境体験活動などの取組について

発表しました。 

その後高橋顧問が登壇し、株式会社日本フードエコロジーセンターの取組

事例として、食品廃棄物の飼料化や当該飼料を利用したブランド肉の生産

等によるリサイクルループの構築や、農業高校との連携等を通じた食育活
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動、大学・学術機関等と協力したエコフィードの研究・開発などの取組に

ついて発表しました。 

これらの発表を受け、セッションでは食品廃棄物に関する規制・法制度に

よって新たな循環型ビジネスモデルが創出されることへの期待が共有され、

また食品廃棄物問題が他の SDGs の達成を左右する可能性があることから、

G7 が率先して行動を呼びかけていくことの重要性が指摘されました。 

このワークショップに関する詳しい内容は、環境省ホームページからご覧

いただけます。 

http://www.env.go.jp/press/104199.html

環境省は 6月 20 日、平成 28 年１月に発覚した食品廃棄物不正転売事案に

ついて、不適正保管されていた食品廃棄物の撤去等が完了し、事案の全容

が概ね明らかになったことを踏まえ、「食品廃棄物の不正転売事案について

（総括）」として、課題と対応を取りまとめ公表しました。 

総括では、事案の発生から全容解明までの経緯と、再発防止のための対応

について取りまとめられています。再発の防止については、 

（１）都道府県等・環境省による監視の強化 

（２）排出事業者責任の徹底 

（３）排出事業者や行政によるマニフェストを通じた廃棄物処理の確認 

（４）事案の発覚後の対応 

の 4点において、それぞれの課題と対応策を取りまとめています。 

「食品廃棄物の不正転売事案について（総括）」の詳細は、環境省のホーム

ページに掲載されています。 

http://www.env.go.jp/press/104161.html

先月号のニュースレターにて、5月 29 日に林野庁が「平成 28 年度森林・林

業白書」を公表したことをお伝えしましたが、白書の冒頭では６つのトピ

ックスが紹介されています。今号ではその中から、「新たな森林・林業基本

計画の策定」を取り上げて紹介します。 

～*～*～*～*～*～*～*～*～*～～*～*～*～～*～*～*～～*～*～*～ 

平成 28年 5 月、政府は森林・林業政策の基本となる「森林・林業基本計画」

を 5年ぶりに変更しました。 

戦後造成されてきた人工林の年間の成長量は、国内の木材需要量を満たす

のに十分な水準になっていますが、十分に活用されていない状況です。ま

た、我が国の人口は減少傾向にあり、特に山村地域の衰退が加速すること

が懸念されている状況です。 

食品廃棄物の不正転売事案について（総括）を公表

（環境省） 
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これらの状況から、林業・木材産業の成長産業化を早期に実現することが

重要な課題となっています。 

新たな「森林・林業基本計画」では、資源の循環利用による林業の成長産

業化、原木の安定供給体制の構築、木材産業の競争力強化と新たな木材需

要の創出に向けた取組を推進することとしています。 

また、林業・木材産業の成長を通じて地方創生への寄与を図るとともに、

地球温暖化の防止や生物多様性の保全への取組を推進することも内容に盛

り込んでいます。 

（以上、平成 28年度森林・林業白書 2 ページより抜粋・一部加工） 

～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 

SEF では、国の森林・林業政策の基本方針を踏まえつつ、保全協定を締結し

ている各地域の状況に応じて、地域にあった活動計画を立案し、森林保全

活動を推進しています。 

「平成 28年度森林・林業白書」は、林野庁のホームページから閲覧・ダウ

ンロードが可能です。 

http://www.env.go.jp/press/104161.html

排出事業者の立場から廃棄物・資源循環の課題に“本気”で向き合い、解

決への道筋を導き出すことを目的とした「ゼロエミッション研究会（第１

期）」。第１回は弁護士の佐藤泉先生を迎え、6月 20 日に開講しました。 

第２回は下記の概要にて開催予定です。残念ながら初回にご参加頂けなか

った方も、初回の講演・ワークショップの模様を記録したＤＶＤをご用意

しておりますので、ぜひお申し込みください。 

【資源循環事業】 

受講者募集中！第２回は７月２０日（木）開催

『ゼロエミッション研究会（第１期）』 



ゼロエミッション研究会（第1期）第２回 開催概要

日程 
平成２９年７月２０日（木）  
１５：００～１８：００（受付１４：３０～）
プログラム 
１５：００～１６：３０ 講演 
 （千葉県 元産廃G メン 石渡正佳氏） 
産廃 G メンが見た廃棄物管理の裏側 ～日本の廃棄物処理システムの課題～
＜石渡正佳氏 プロフィール＞ 

現:千葉県県土整備部葛南土木事務所事務次長。日本大学経済学部卒業、1981

年千葉県入庁。1996 年から産業廃棄物行政を担当、産廃G メン「グリーンキャップ」の

創設に関与。2001 年から不法投棄常習地帯といわれた銚子・東総地域の監視チームリ

ーダーとして短期間で同地域の不法投棄ゼロを達成。主な著書に『産廃コネクション』

（WAVE出版）、『産廃G メンが見た食品廃棄の裏側』（日経 BP社）など。 

１６：３０～１８：００ ワークショップ 
（ファシリテーター：株式会社ガイアドリーム代表取締役 志岐秀明氏） 
～排出者責任強化の理由と今後の対応①～

＜志岐秀明氏 プロフィール＞ 

過去の経験から多くの排出事業者と処理業者のネットワークを構築し、1998年にはゼロエ

ミッション研究会を主宰、企業のリスクヘッジとリサイクルシステム構築などを手掛けた。現在

は、「真価追求」をテーマに、子どもたちの未来のため、環境ソリューション事業を中心として

アドバイスや人材教育を行っている。さらに今年からは、廃棄物処理のみならず環境経営

全般から地域活性化につながる事業を展開する。

会場 
トレジャーリンク会議室 東京都中央区京橋 2‐6‐16 エターナルビル 3F 
＜アクセス＞  【銀座線】 京橋駅 6番出口徒歩 1分 

【浅草線】 宝町駅 A6出口徒歩 2分 
【有楽町線】 銀座一丁目駅 7番出口徒歩 5分 

対象者・定員 
対象者：企業の環境・総務部門担当者 
定員 ：２０名（先着順） 
参加費 
【年間受講料】一般：80,000 円  会員・SEF‐Net ユーザー：50,000 円 
【１回受講料】一般：10,000 円  会員・SEF‐Net ユーザー：6,000 円 
※年間受講料は、参加回数に応じた割引制度を設けています。 
お申込み 
お申込みはお電話・FAX・メール・ホームページ、いずれでも承ります。御社名、お名前、
ご連絡先を事務局までご連絡ください。 
http://save‐earth.or.jp/archives/4764
皆様のご参加をお待ちしております。 
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SEF では、各地域での森林保全活動をお手伝い頂けるボランティアさんを募

集しています。千葉県山武市では原則として毎月第 2・第 4土曜日（東京駅

から送迎いたします！）に定例活動を行っているほか、兵庫県丹波市、大

分県臼杵市でも定期的に実施しています。直近の活動は下記を予定してい

ますので、ぜひご参加下さい。 

SEF では、企業や団体の皆様向けに「森活」をご提案しています。私たちは

「森での活動」を通して、仲間同士の交流を深めたり、自然に触れること

で癒されたり、環境保全に貢献していることが実感できたりと、様々な効

果につなげることができると考えています。 

「森活」について、詳しくは事務局までお問い合わせください。 

【森林再生事業】 

７月・８月 森林保全活動のお知らせ 

★★★★ボランティアさん募集中！★★★★ 

＜７月・８月の活動予定＞ 
 千葉県山武市
７月・・・８日（土）、２２日（土） 
８月・・・２６日（土） ※８月１２日はお休みです。 
★８月５日（土）山武市主催による森林体験イベントの開催が決定！ 
詳細は決まり次第ホームページにてお知らせします。ご期待ください！ 

 兵庫県丹波市
７月・・・９日（日） 
８月・・・１９日（土） 

「森活」しませんか？ 

～企業・団体向け森林体験プログラムのご案内～ 



郁文館夢学園様（東京都文京区）の中高生が参加する森林林業体験学習プ

ログラムが始まり、6月は高校 1年生と中学 1年生のプログラムが実施され

ました。 

『森から学ぶ』を全体テーマとし、森での体験活動から「持続可能な森づ

くり」「循環型社会」について、学び、考えることが目的です。 

また、「アクティブ・ラーニング」や「森林 ESD の推進」につながるプログ

ラムの工夫も、今年度から試みられています。 

高校1年生は[五感で感じる森の自然～ネーチャートレイル～]（東御の森、

協力：NPO 法人やまぼうし自然学校）と題して、初夏の河畔林を歩き川に入

って水の冷たさを体感、気候温暖化の影響や外来植物が増えていることを

学びました。 

中学 1年生は[森のおもしろさ発見～ネーチャーガイド～]（日向の森、協

力：株式会社 Biotop Guild）と題して、虫を観察したり谷津エリアで水生

生物の採取をしました。 

7 月は東御の森にて、高校 2年生向けプログラムの実施が予定されています。 

【森林再生事業】 日向の森（千葉県山武市） 

東御の森（長野県東御市） 

今年も中高生対象の森林林業体験学習プログラム

が始まりました！ 


